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仕  様  書 
 

1.適用範囲 

ンホーࣝ㸦以ୗ人孔鉄蓋࣐ウンドࣛࢢࡿࡍ使用ࡀ㸪函館市企業局ࡣ様書ࡢࡇ

 。ࡿࡍい࡚規定ࡘいう㸧

転落防止装置ྲྀࢆ付ࡿࡅ場合ࡣ㸪(社)日本ୗ水道協会規格 ୗ水道用鋳鉄製࣐

ンホーࣝࡓࡩ JSWAS ，-『  。ࡿࡌ準

 

2.種類 

人孔鉄蓋ࡢ種類ࡣḟ表ࡿࡍࡾ࠾ࡢ。 

種  類 記 号 

車道用 
汚水用 

T-「』 
雨水･合流用 

歩道用 
汚水用 

T-1『 
雨水･合流用 

 

 

3.構造，機能および寸法 

 

 」-1  製品ࡢ構造ࡼ࠾び寸法ࡣ㸪ูᅗ㸫ձ～մ ࢆ標準ࡿࡍ㹿 

 

 」-「  蓋枠ࡢ接触面ࡣ㸪全周わ8 ࡚ࡗࡓまࡢ勾配ࡅࡘࢆ㸪方࡞ࡢࡁࡘࡓࡀい

 㹿ࡇࡿࡍ᭷ࢆ互性ࡢび枠ࡼ࠾㸪蓋ࡓࡲ㸪ࡆୖ࡚ࡗࡼ機械加工うࡼ

 

 」-」  蓋ࡣ㸪枠勾配ཷࡢࡅ食い込ࡳ対࡚ࡋ㸪専用ࡢ開閉器具ࡾࡼ軽く開放࡛

びࡼ࠾㸪180ま転回ࡁ 」60ま旋回࡛ࡿࡁ構造࡛あࡇࡿ㹿 

 

 」-『  製品ࡣ㸪蓋枠ࡻࡕࡀう番構造ࡾࡼ連結さࢀ蓋ྲྀࡢ付ࡼ࠾ࡅび離脱ࡀ容

易࡛あࡇࡿ㹿ࡓࡲ㸪蓋ࡻࡕࡢう番ྲྀ付ࡅ部ࡢࡽ雨水ࡼ࠾び土砂ࡢ流入ࢆ防止

 㹿ࡇࡿࡁ࡛

 

 」-』  枠ࡣ㸪安全性ࡢ確保昇降ࢆ容易ࡵࡓࡿࡍ㸪一体鋳造ࡿࡼ手持ࡀࡕあࡿ

 㹿ࡇ

 

 」-6  雨水･合流用ࡢ人孔鉄蓋ࡘい࡚ࡣ㸪自動錠ࡀ蓋ྲྀ付ࢀࡽࡅ㸪閉塞ࡇࡿࡍ

浮ୖ防止㸪ࡿࡍ対流体ᥭ圧ࡢンホーࣝ内࣐㸪ࡋ施錠自動的㸪枠ࡾࡼ

土砂ࡢࡾࡼ㸪蓋ୖ部ࡋ᭷ࢆい機能࡞ࡁ࡛容易ࢆ開閉ࡢ蓋ࡣび担当員以外ࡼ࠾

侵入ࡅࡔࡿࡁ࡛ࢆ防止࡛࡛ࡢࡶࡿࡁあࡇࡿ㹿 

 

 」-7  蓋ࡢ表面模様ࡣ㸪本局ࡢ指定ࡿࡍ絵柄ࡋ㸪ูᅗ㸫յ࡛ࡾ࠾ࡢあࡇࡿ。

ࢀࡇ㸪ࡾࡼࡇࡿࡅཷࢆ承認ࡢ㸪本局ࡣ場合ࡿࡍ希望ࢆ変更ࡢ㸪絵柄ࡋࡔࡓ

 。ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ採用ࢆ
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4.材質 

製品(蓋㸪枠)ࡣ㸪JIS ， 』』0「(球状黒鉛鋳鉄品)準拠ࡓࡋḟ表ࡢ材質ࡋ㸪後

述ࡢ第 8 項各号ࡢ規定適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞࡛ࡢࡶࡿࡍい㹿 

区 分 材   質 

蓋 ＋（）700 

枠 ＋（）600 

 

5.製作および表示 

 

 』-1  製品ࡣ㸪製造業者ࡢ責任表示࡚ࡋ㸪ูᅗ㸫նࡼࡢう蓋裏面種類ࡢ記

号㸪材質記号㸪製造業者࣐ࡢーࡣࡓࡲࢡ略号㸪ࡼ࠾び製造ᖺ(西暦 『 桁)ࢀࡑࢆ

 㹿ࡇࡿࡍࡋ鋳出ࢀࡒ

 

 』-「  (社)日本ୗ水道協会ࡢ認定工場制度࠾い࡚ୗ水道用資器材ࡢ認定資格ྲྀࢆ

得ࡓࡋ製造業者ࡣ㸪ࡢࡑ認定工場࡛製造ࡓࡋ認定適用資器材ࡢ製品ࡢ蓋裏面

(社)日本ୗ水道協会ࡢ認定表示ࢆ鋳出ࡇࡿࡍࡋ㹿 

 

 

6.塗装 

製品ࡣ㸪内外面ࢆ清掃ࡓࡋ後㸪乾燥ࡀ㏿や࡛㸪密着性富ࡳ㸪防食性㸪耐候

性優ࡓࢀ塗料࡚ࡗࡼ塗装࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい。塗装後ࡢ表面ࡣ㸪泡㸪ࡩくࢀ㸪

塗ࡾ残ࡋ㸪ࡢࡑḞ点࡞ࡀいࡿࡍࡢࡶ。 

 

 

7.製品検査 

ࡽ製品ࡓࢀ製作さࡁ基࡙㸪本局様書ࡣ検査ࡢࡇ 」 組ࢆ準備ࡋ㸪ࡢࡑうࡕ

ࡢ 1 組࡚ࡗࡼ㸪前項࡛ࡲ定ࡓࢀࡽࡵ内容ࡼ࠾びḟ示ࡍ内容ࡘい࡚行う㹿 

 

 7-1 外観検査 

外観検査ࡣ塗装完成品࡛行い㸪ࡾࡑ㸪ࡳࡀࡺ㸪あࡿいࡣ㸪ࡪࡇ㸪ࡎࡁ㸪鋳ࡤ

 い㹿࡞ࡽ࡞ࡣく࡚࡞良くࡀく㸪外観࡞ࡀḞ点࡞᭷害ࡢ等ࡾ

 

 7-「 寸法検査 

寸法検査ࡣ㸪ࢀࡒࢀࡑḟ表ࡢ許容差適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

 

－ 

I㸪I’ 

１
 ２
 

（
 

J 

K 

A 

） 

B 

＋ 

E
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主要寸法ࡢ許容差(T-「』 びࡼ࠾ T-1『 適用)                        単：㎜ 

呼び A B （ ） E ＋ － I I’ 

600 み」.』 み『.0 み「.』 み『.0 み1.6 み1.8 み『.0 み0.」 み0.」 

呼び J K １ ２      

600 み「.「 み「.8 み「.0 み「.1      

 

寸法ࡢ公差ࡣ㸪特ู指示࡞ࡢい場合㸪鋳放ࡋ寸法ࡘい࡚ࡣ JIS B O『0」(鋳

造品㸫寸法公差方式及び削ࡾ代方式)ࡢ （T11(肉厚ࡣ （T1「)ࢆ適用ࡿࡍ。 

ࡣい࡚ࡘ加工寸法ࡾ㸪削ࡓࡲ JIS B O『0』(普通公差-第 1 部〔個々公差ࡢ指

示࡞ࡀい長さ寸法ࡼ࠾び角度寸法対ࡿࡍ公差)ࡢ m(中級)ࢆ適用ࡿࡍ㹿 

 

   単：㎜ 

鋳 造 加 工㸦JIS B O『0」㸧 

長 さ ࡢ 許 容 差 

寸法 

 区分ࡢ

10 以ୗ 10  超えࢆ

16 以ୗ 

16  超えࢆ

「』 以ୗ 

「』  超えࢆ

『0 以ୗ 

『0  超えࢆ

6」 以ୗ 

6」  超えࢆ

100 以ୗ 

㹁Ｔ11 み1.『 み1.』 み1.6 み1.8 み「.0 み「.「 

寸法 

 区分ࡢ

100  超えࢆ

160 以ୗ 

160  超えࢆ

「』0 以ୗ 

「』0  超えࢆ

『00 以ୗ 

『00  超えࢆ

6」0 以ୗ 

6」0  超えࢆ

1000 以ୗ 

1000  超えࢆ

1600 以ୗ 

㹁Ｔ11 み「.』 み「.8 み」.1 み」.』 み『.0 み『.』 

肉 厚 ࡢ 許 容 差 

寸法 

 区分ࡢ

10 以ୗ 10  超えࢆ

16 以ୗ 

16  超えࢆ

「』 以ୗ 

「』  超えࢆ

『0 以ୗ 

『0  超えࢆ

6」 以ୗ 

 

㹁Ｔ1「 み「.1 み「.「 み「.」 み「.』 み「.8  

削 ࡾ 加 工㸦JIS B O『0』㸧 

寸法 

 区分ࡢ

0.』 以ୖ 

6 以ୗ 

6  超えࢆ

」0 以ୗ 

」0  超えࢆ

1「0 以ୗ 

1「0  超えࢆ

『00 以ୗ 

『00  超えࢆ

1000 以ୗ 

ｍ㸦中級㸧 み0.1 み0.「 み0.」 み0.』 み0.8 
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7-」 質量検査 

蓋ࠝ部品ࢆ含ࡴ㹿ࠞࡼ࠾び枠ࠝ部品ࢆ含ࡴ㹿ࠞࡢ質量ࡣ㸪ࢀࡒࢀࡑḟ表ࡢ値

ࡀࡇࡿࡍ変更ࡾࡼ承認ࡢ本局ࡣ㸪質量ࡋࡔࡓい㹿࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ適合

 。ࡿࡁ࡛

種 類 記 号 蓋 枠 公 差 

車道用 T-「』 『『.「 ずg 』1.0 ずg 
㸩 制限࡞ࡋい 

㸫 『 % 

歩道用 T-1『 」『.7 ずg 』1.0 ずg 
㸩 制限࡞ࡋい 

㸫 『 % 

 

 7-『 荷重ࡓわࡳ検査 

ࡢ(ࡓࡩンホー࣐ࣝୗ水道用)㸪JIS A 』』06ࡣ検査ࡢࡇ 8.1 ࡛規定さࡓࢀ試験

方法࡚ࡗࡼ行う㹿 

検査基準ࡣḟ表ࡢ通࡛ࡾ㸪ࡢࡇ値適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

種 類 記 号 試験荷重 (ずN) ࡓわࡳ  (mm) 残留ࡓわࡳ  (mm) 

車道用 T-「』 「10 「.「 以ୗ 0.1 以ୗ 

歩道用 T-1『 1「0 「.「 以ୗ 0.1 以ୗ 

 

 7-』 耐荷重検査 

   第 7-『 項ࡢ荷重ࡓわࡳ検査࡛ࡓわࡼ࠾ࡳび残留ࡓわࢆࡳ測定ࡓࡋ後㸪再度荷

重ࢆ加え㸪破壊荷重ࢆ測定ࡿࡍ㹿 

 検査基準ࡣḟ表ࡢ通࡛ࡾ㸪ࡢࡇ値適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

種 類 記 号 破 壊 (ずN) 

車道用 T-「』 700 以ୖ 

歩道用 T-1『 『00 以ୖ 

 

7-6 蓋枠ࡢ支持構造ࡼ࠾び性能検査 

 蓋枠ࢇࢆ合さࢆࡢࡶࡓࡏ供試体ࡋ㸪蓋ୗ表ࡢ予荷重(輪荷重)ࢆ加え

ࡍ確認ࢆࡇい࡞ࡀ㸧ࡁ動ࡢ㸦蓋ࡁࡘࡓࡀ方法࡛㸪ࡢࢀࡎいࡢ後㸪ձ～ճࡓ

 。行う࡛࡞赤外線変計ࡣ㸪目視又ࡣ確認ࡢࡁࡘࡓࡀࡢ蓋。ࡿ

種 類 記 号 予荷重(輪荷重)  (ずN) 

車道用 T-「』 100 

歩道用 T-1『 』』 

ձ ࢫࣛࣉチࣁࢡࢵン࣐ー(「 び端部付ࡼ࠾中央ࡢンド(0.9ずg)程度)࡛㸪蓋࣏

近ࡓࡓࢆく。 

ղ 鋼球(』～10ずg)ࢆ 0.8～1ｍࡢ高さࡽ㸪蓋ࡢ中央ࡼ࠾び端部付近落ୗ

さࡿࡏ。 

ճ ࡢࡑ㸪ୖ記類ࡿࡍ方法。 
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7-7 蓋枠ࡢ連結構造ࡼ࠾び性能検査 

      蓋枠ࡢ連結構造ࡼ࠾び性能検査ࡣ㸪以ୗࡾ࠾ࡢ行う。 

 

7-7-1 蓋ࡢ逸脱防止性能検査 

    蓋ࡢ逸脱防止性能ࡣ㸪蓋ࢆ 」60 度旋回㸪180 度転回さࡓࡏ際㸪蓋ࡢ逸脱ࡀ

 。ࡿࡍ確認ࢆࡇい࡞

 

7-7-「 蓋ࡢ不法開放防止性能検査 

    蓋ࡢ不法開放防止性能ࡣ㸪単純ࣂ࡞ーࣝやࡢ࡞ࢩࣁࣝࢶ専用工具以外

 。ࡿࡍ確認ࢆࡇい࡞ࡁ開放࡛行い㸪容易ࢆ開放操作ࡢ蓋࡚

 

7-7-」 蓋ࡢ圧力解放耐ᥭ圧性能検査㸦雨水･合流用ࡢ人孔鉄蓋適用㸧 

    蓋ࡢ圧力解放耐ᥭ圧性能検査ࡣ㸪以ୗࡢ試験ࡾࡼ確認ࡿࡍ。 

(1)蓋ࡢ耐ᥭ圧荷重強さ試験 

㸪蝶番部㸪自動࡚ࡋୗ転ୖࢆ供試体うࡼࡍ示㸪ୗᅗࡣ試験ࡢࡇ      

錠部ࡢ 「 点࡛支持ࡼࡿࡍう試験機定盤ୖ載ࡏ㸪蓋裏面中央ࣈࣜࡢ

厚さ 6 ㎜ࡢ良質ࡢゴム板ࢆ敷ࡁ㸪ୖࡢࡑ長さ 「00 ㎜㸪幅 「』0 ㎜㸪厚さ

』0 ㎜程度ࡢ鉄製載荷板ࢆ置く。 

破断ࡀ範ᅖ内࡛自動錠ࡢ㸪60～106ｋＮࡁࡓ加えࢆ荷重箇所ࡢࡇ

 。ࡇい࡞ࡋ破断先ࡾࡼ自動錠ࡣ㸪蝶番ࡓࡲ。ࡇࡿࡍ

但ࡋ㸪蝶番㸪自動錠ࡢ錠部࡛支持࡚ࡋいࢆࡇࡿ必ࡎ確認࡚ࡋ試験ࢆ

行うࡇ。 
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(「)蓋ࡢ浮ୖࢁࡋ試験 

長さうࡼࡍ示㸪ୗᅗࡣ試験ࡢࡇ 「00 ㎜㸪幅 「』0 ㎜㸪厚さ 』0 ㎜程

度ࡢ鉄製載荷板ࢆ㸰枚重ୖࡢࡢࡶࡓࡡ蓋裏ࡀࣈࣜࡢ当ࡼࡿࡓう供試

体ࢆ載ࡿࡏ。蝶番部㸪自動錠部ࡢ 「 点࡛支持࡚ࡋいࢆࡇࡿ確認ࡋ㸪蓋

ࡢ㸪蝶番部㸪自動錠部࡚等ࢪゲーࢫࣉ㸪デࢫࢠࣀࢆࢁࡋ浮ୖࡢ 「 箇所

 。ࡿࡍ測定ࢆ

浮ୖࡣࢁࡋ㸪「0 ㎜以ୗࡿࡍ。 

 
 

(」)蓋浮ୖ時ࡢ車両通行試験 

固ンホーࣝ蓋浮ୖ試験機࣐うࡼࡍ示ୗᅗࢆ㸪供試体ࡣ試験ࡢࡇ      

定ࡋ㸪車両ࡀ通行可能࡞状態ࡢࡑ。ࡿࡍ後㸪࣐ンホーࣝࢆ模ࡓࡋ実験

桝内水ࢆ送ࡾ込ࡳ㸪蓋ࡀやや緩く不安定࡞状態浮ୖࡋ㸪圧力解放ࢆ

ࡇい࡞い࡚ࡗ࡞㸪解錠状態ࡏ車両࡛通過さࢆ状態࡛㸪蓋ୖ面ࡿい࡚ࡋ

 。ࡿࡍ確認ࢆ

通行方向ࡣ蝶番㸪自動錠方向ࡋ㸪通過置ࡣ蓋ࡢ中央付近ࡿࡍ。

ḟ蓋ࡢ向ࡁ㸦あࡿいࡣ車両通行ࡢ方向㸧ࢆ 90 度変え࡚同様ࡢ試験ࢆ

行う。 

ࡣ㸪通過㏿度ࡋ普通自動車程度ࡣ㸪使用車両࠾࡞ 」0ずm/し 程度࡛行

う。 

 
 

 

 

供試体 

㺭ﾝ㺬ｰﾙࢆ模ࡓࡋ試験桝 

地表面 
送水用㺬ﾟﾝﾌﾟ 
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(『)内圧పୗ後ࡢ蓋ࡢ納性試験 

ンホー࣐ࣝ㸪ࡋ固定ンホーࣝ蓋浮ୖ試験機࣐ࢆ㸪供試体ࡣ試験ࡢࡇ

状態ࡢࡇ㸪ࡏさࡌ生ࢆ圧力解放ࡢ㸪蓋ࡳ込ࡾ送ࢆ水実験桝内ࡓࡋ模ࢆ

約ࢆ 1 分間保持さࡢࡑ。ࡿࡏ後㸪水ࡢ送ࡾ込ࢆࡳ停止さࡏ㸪࣐ンホーࣝ

内ࡢ水ࢆୗࡓࡆ状態࡛㸪ࢫࢠࣀ㸪デࢫࣉゲーࢪ等࡚㸪蓋枠ࡢ間

ࢆ残留高さࡢ 90 度毎 『 箇所ࢆ測定ࡿࡍ。 

残留高さࡣ㸪10 ㎜以ୗࡿࡍ。 

 

 

8.材質検査 

い࡚ࡘࢀࡒࢀࡑ㸪蓋㸪枠ࡣ検査ࡢࡇ JIS ， 』』0「(球状黒鉛鋳鉄品)࡛定ࡿࡵ

㹀号Ｙࣈロࢡࢵ供試材ࢆ製品同一条件࡛㸪予備ࢆ含ࡵ 」 個鋳造ࡋ㸪ࡢࡑ内ࡢ 1

個ࢆ㸪ูᅗ㸫շ示ࡍ各指定置ࢀࡒࢀࡑࡾࡼ採ྲྀࡓࡋ試験片࡚ࡗࡼḟ示ࡍ

内容ࡘい࡚行う㹿 

 

 8-1 引張ࡾ㸪伸び検査 

ࡿࡵ㸪JIS Z 「「01(金属材料引張試験片)࡛定ࡣ検査ࡢࡇ 『 号試験片ูࢆᅗ

㸫շ示ࡍ指定置ࡾࡼ採ྲྀࡋ㸪ูᅗ㸫շ示ࡍ寸法ୖࡓࡆ後㸪JIS Z 

「「『1(金属材料引張試験方法)基࡙ࡁ㸪引張強さࡼ࠾び伸びࡢ測定ࢆ行う㹿 

 検査基準ࡣḟ表ࡢ通࡛ࡾ㸪ࡢࡇ値適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

区 分 引張強さ (N/mm「) 伸 び (%) 

蓋 700 以ୖ 』 ～ 1「 

枠 600 以ୖ 8 ～ 1』 

 

 8-「 硬さ検査 

 行う㹿࡚試験片ࡓࡋ採ྲྀࡾࡼ指定置ࡢ㸪ูᅗ㸫շࡣ検査ࡢࡇ

検査方法ࡣ㸪JIS Z 「「『」(ࣝࢿࣜࣈ硬さ試験方法)基࡙ࡁ㸪硬さࡢ測定ࢆ行

う㹿 

検査基準ࡣḟ表ࡢ通࡛ࡾ㸪ࡢࡇ値適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

区 分 ࣝࢿࣜࣈ硬さ －BS(－BW) 10/」000 

蓋 「」』 以ୖ 

枠 「10 以ୖ 

 

8-」 黒鉛球状化率ุ定検査 

㸪JIS ， 』』0「(球状黒鉛鋳鉄ࡋ良く研磨ࢆୖࣈࣜࡢ㸪蓋裏面中央ࡣ検査ࡢࡇ

品)ࡢ黒鉛球状化率ุ定試験準࡚ࡌ黒鉛球状化率ุࢆ定ࡿࡍ㹿 

検査基準ࡣḟ表ࡢ通࡛ࡾ㸪ࡢࡇ値適合࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

区 分 黒鉛球状化率(%) 

蓋 80 以ୖ 

枠 80 以ୖ 
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9.再検査 

ୖ記各項目ࡢい࠾ࢀࡎい࡚規定値ࢆ満足࡞ࡋい場合ࡣ㸪ࡢࡑ項目ࡘい࡚

再検査ࢆ行う㹿 

再検査使用ࡿࡍ供試体ࡣ㸪材質検査ࡘい࡚ࡣ第 8 項࠾い࡚予備鋳造ࡓࡋ

残ࡾ 「 個ࢆ㸪製品検査ࡘい࡚ࡣ㸪第 7 項࠾い࡚抜ࡁ採ࡓࡗ残ࡾ 「 組ࢆ使用ࡍ

 㹿ࡿ

」㸪ࡣい࡚ࡘ㸪再検査項目ࡋࡔࡓ 個ࡣࡓࡲ 「 組共合格࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋい㹿 

 

 

10. 形式認定検査 

本様書適合࡚ࡋいࡢࡇࡿ認定㸦以ୗ 形式認定ࡿࡍ㸧ࢆ新ࡼࡅཷࡓ

うࡿࡍ製造業者ࡢ場合ࡣ㸪ู途定ࣛࢢࠗࡿࡵウンド࣐ンホーࣝ 形式認定申

請書࠘ࢆ本局提出ࡋ㸪内容ࢆ審査ࡓࡋ後㸪ḟࡢ要領基࡙く検査ࢆ行うࡢࡶ

 㹿ࡿࡍ

 。ࡿࡍࡢࡶ工場単࡛行うࡶ࡚ࡗ製造業者࡛あࡌ同ࡣ㸪形式認定ࡋࡔࡓ

ࡍ発行ࢆ形式認定証࡚ࡋ対製造業者ࡾࡼ場合㸪本局ࡓࢀ㸪形式認定さࡓࡲ

 。ࡿ

 

10-1  本局ࡀ指定ࡓࡋ検査日ࡼ࠾び検査場所࠾い࡚㸪本様書ࡾࡼ定ࢀࡽࡵ

ࡔࡓ㹿ࡿࡍࡢࡶ行うࡶࡢ本局検査員立会ࢆび材質検査ࡼ࠾製品検査ࡓ

第୕者機関ࢆ全部ࡣࡓࡲ一部㸪ࡢ検査ࡢࡇ㸪ࡾࡼ承認ࡢ㸪本局検査員ࡋ

 。ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿえ検査結果ࡿࡼ

 

 10-「 本局ࡀ指定ࡓࡋ検査日࠾い࡚㸪製造工場ࡿࡅ࠾管理体制ࡢ実態調査ࡓࡢ

ࡁ基࡙ୗ水道用資器材製造工場基本調査要領ࠖࠕ㸪(社)日本ୗ水道協会ࡵ

工場検査ࢆ実施ࡋࡔࡓ。ࡿࡍࡢࡶࡿࡍ㸪本局検査員ࡢ承認ࡾࡼ工場検査

 㹿ࡿࡁ࡛ࡀࡇࡿࡍ省略ࢆ

 

  10-「-1 (社)日本ୗ水道協会ࡢ認定資格ྲྀ得工場ࡘい࡚ࡣ㸪(社)日本ୗ水道協会

発行ࡢ認定書㺀ୗ水道用資器材製造工場認定書㺁࡚ࡗࡶࢆ工場検査ࡣ省略ࡿࡍ㹿 

 㹿ࡿࡍ実施ࡶ工場検査ࡣ場合ࡓࡵ認必要特ࡀ㸪本局検査員ࡋࡔࡓ 

 

 10-」  検査供ࡿࡍ製品及び検査費用ࡘい࡚ࡣ㸪࡚ࡍ製造業者ࡢ負担ࡿࡍ㹿 

 

 

11.定期検査 

既形式認定࡚ࡅཷࢆいࡿ製造業者ࡣ㸪ୗ記ࡢ各検査ࢆᖺ㸯回㸦ᖺ度当初㸧㸪

自主的実施ࡋ㸪ࡢࡑ検査結果ࢆ本局提出ࡇࡿࡍ㹿ࡋࡔࡓ㸪本局検査員ࡀ特

 い㹿࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞随時行わࡶࡢ本局検査員立会ࡣ場合ࡓࡵ認必要

 

 11-1  本様書ࡾࡼ定ࡓࢀࡽࡵ製品検査ࡼ࠾び材料検査ࢆ実施ࡿࡍࡢࡶࡿࡍ。 

 

 11-「  (社)日本ୗ水道協会ࠕୗ水道用資器材製造工場基本調査要領ࠖ基࡙ࡁ工

場検査ࢆ実施ࡿࡍࡢࡶࡿࡍ。 
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12.一般事項 

 

 1「-1  本様書ࡢ事項該当࡞ࡋい疑義ࡘい࡚ࡣ㸪協議ୖࡢ㸪本局ࡀ決定ࡿࡍ

 㹿ࡿࡍࡢࡶ

 

1「-「 本様書ࡢ実施ࡣᖹ成 9 ᖺ 』 ᭶ 1 日ࡿࡍ㹿 

 

1「-」 本様書ࡢ改定ࡣᖹ成 11 ᖺ 『 ᭶ 1 日ࡿࡍ。 

 

1「-『 本様書ࡢ改定ࡣᖹ成 「7 ᖺ 6 ᭶ 8 日ࡿࡍ。 
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備考 

 

1  本様書ࡢ単ࡣ㸪国際単系(SI)࡛ࡢࡶࡿࡼあࡿ。 

 

 。ࡍ示㸪ḟࢆ引用規格ࡢ基準ࡢࡇ  」

 

JSWAS  ，-『 ୗ水道用鋳鉄製࣐ンホーࣝࡓࡩ 

JIS A 』』06 ୗ水道用࣐ンホーࣝࡓࡩ 

JIS B 0『0」 鋳造品㸫寸法公差方式及び削ࡾ代方式 

JIS B 0『0』 普通公差㸫第 1 部：個々公差ࡢ指示࡞ࡀい長さ寸法及

び角度寸法対ࡿࡍ公差 

JIS ， 』』0「 球状黒鉛鋳鉄品 

JIS Z 「「01 金属材料引張試験片 

JIS Z 「「『1 金属材料引張試験方法 

JIS Z 「「『」 ࣝࢿࣜࣈ硬さ試験方法 

 



別図－ձ

函 館 市 企 業 局 ୖ ୗ 水 道 部
 形　　式　　　車道用䠄汚水用䠅Ｔ－䠎䠑
 品　　名　　　グラウンドマンホール
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 品　　名　　　グラウンドマンホール
 形　　式　　　歩道用䠄汚水用䠅Ｔ－䠍䠐

函 館 市 企 業 局 ୖ ୗ 水 道 部



別図－ճ

 品　　名　　　グラウンドマンホール
 形　　式　 車道用䠄雨水･合流用䠅Ｔ－䠎䠑

函 館 市 企 業 局 ୖ ୗ 水 道 部
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 品　　名　　　グラウンドマンホール
 形　　式　 歩道用䠄雨水･合流用䠅Ｔ－䠍䠐

函 館 市 企 業 局 ୖ ୗ 水 道 部



 

函館市型グラウンドマンホール デザイン一覧 

汚 
 
 

水 
 
 

用 

五  稜  郭 観光シンボルマーク イ   カ タ   コ 

   
 

雨 

水 

・ 

合 

流 

用 

五  稜  郭 観光シンボルマーク イ   カ  
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